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技術室レポートの発刊に寄せて

応用力学研究所長大屋裕二

現在、大学は改革の嵐の真只中に放り込まれています。文科省から次から次に放たれる

矢を避けようがなく、全体で受け止めなくてはいけません。毎年減額される基盤校費がも

う限界に近づきつつある上に、複数の矢継ぎ早の矢に対応しないと、研究活動費を少しで

も補えるサポートを獲得できません。限界というのは研究者として研究を行う経費が全く

不足するということです口特に大学附置研である応用力学研究所は、研究成果を上げてこ

そ、大学の中で、立つ位置があり、全国共同利用・応用力学拠点として文科省学術機関課へ

存在意義をアピールすることができます。

ここ数年、経費の面だけでなく、研究活動に大きな支障をきたす状況が生まれつつあり

ます。それは、実験技術、解析技術の伝承です。応力研には 60数年の伝統の中で継承され、

磨き上げられた匠の技というものがあります。各研究分野における実験研究が世界でも最

も卓越した実験技術で支えられているのは皆さん実感されているでしょうか？内部にいる

と当たり前に使っている方法、手伝ってもらえる技術が一旦外へ出ると優れた輝きを放っ

ているものと気づくでしょう。日常研究で埋没したままではないで、しょうか？

今は、その研究をまさに下から支える技術の蓄積をしっかりと継承し、大きな世代ギャ

ップを抱える技術室の皆さんが自覚されることを望みます。若い職員の方は意識的に団塊

世代と言われる 60歳以上の技術職員の方々の力を食欲に吸収していただきたい。これは切

に願うことです。この世代ギャップの問題はどこの大学、どこの附置研でも同様な問題と

して指摘されます。大手メーカーとかはシニアテクニシャンとか呼んで、 65歳以上過ぎて

も時間を調整しながら若手の研修に勤しむシステムが導入されています。

若い世代の技術職員の方は、日常でベテラン職員の知識、技術を吸収し、また一方で、

昨今は特に浮き彫りにされている研究者であるという一面も大いに伸ばしていただきたい

と思います。どのような垣根があっても乗り越えられます。成果が出て広報できれば大き

な活躍の場が開けてきます。今のダイナミックに動く社会、アカデミックの場でも垣間見

てください口決して過去のバックグランドに拘束されるものではありません。優秀な人は

Google Xの研究所に夢のような年棒で引き抜かれるかも知れませんよ。

本レポートはそのような技術の継承、知識、智慧の伝授の場ともなれば幸いです。本レ

ポートは技術職員の皆さんの努力の成果を広く学術世界、産業世界へアピールする場で、あ

ります口このレポートが日本におけるいろいろな分野の研究開発現場で役たつことを切に

願います。
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